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若
人
の
道
し
る
べ

　
来
春
三
月
廿
七
日
よ
り
十
六
日
間
仏

教
研
修
を
目
的
と
し
た
青
年
の
船
「
ぜ

ん
ぶ
つ
丸
」
が
出
航
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
新
し
い
事
業
に
対
す
る
世
間

の
目
は
相
当
き
び
し
い
も
の
と
な
る
こ

と
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
洋
上
研
修
が
お
こ
な
わ
れ
る
南
シ
ナ

海
海
上
の
周
辺
は
既
に
か
っ
て
の
仏
教

圏
か
ら
離
れ
共
産
化
が
進
ん
で
い
る
国

々
が
多
い
。
仏
教
国
タ
イ
で
も
最
近
諸

生
産
、
経
済
発
展
の
さ
ま
た
げ
と
な
る

仏
教
寺
院
の
増
設
に
対
し
て
反
対
・
批

判
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。
非
生
産
の

宗
教
は
邪
魔
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
様
に
仏
教
が
一
般
社
会
へ
浸
透

し
て
い
た
事
の
底
の
浅
さ
が
一
度
に
あ

ば
か
れ
た
様
で
あ
る
。

　
国
内
に
お
い
て
も
既
に
形
骸
化
し
た

葬
式
仏
教
と
の
批
判
も
あ
る
。

　
こ
の
機
会
を
通
じ
て
若
人
に
真
の
仏

教
を
知
ら
し
め
、
仏
教
が
何
を
生
産
し

て
い
く
立
場
に
あ
る
の
か
を
共
に
知
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
　
　
　
（
M
・
T
）

（写^は仏
教
文
化
会
議
で
質
問
に
答
え
る
高
橋
胱
正
先
生
（
右
）
と
雲
井
昭
善
先
生
（
左
）
”
四
、
五
面
記
事
参
照
1
1
）

全日本仏教会財団法人
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仏
教
青
年
の
連
帯
を
め
ざ
す

3
月

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
今
年
の
適
適
三
重
大

会
で
採
択
さ
れ
た
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
の
実
践

と
し
て
“
青
年
の
船
“
を
出
航
さ
せ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
船
に
は
全
一
仏
教
運
動
の
真
の

実
が
な
る
一
歩
と
し
て
、
更
に
は
第
十
二
回
世

界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
を
盛
り
上
げ
、
成
功

さ
せ
て
い
く
一
助
と
し
て
の
深
い
願
い
が
託
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
青
年
の
船
の
名
は
、
そ
の
願
い
の
実
現
が
こ

難
聴

饗
鞭
議
鍼

騨
誌’》

コーラル・プリンセス号

27

冝
`
4
月
1
1
日

め
ら
れ
く
ぜ
ん
ぶ
つ
丸
V
と
名
付
け
ら
れ
ま
し

た
。　
こ
の
よ
い
機
会
に
、
多
く
の
青
年
僧
侶
、
若

き
仏
教
徒
の
方
々
が
こ
の
研
修
船
に
賛
同
下
さ

り
、
乗
船
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ひ
ろ
げ
よ
う
み
の
り
の
輪
を

　
み
つ
け
よ
う
心
の
友
を

　
　
　
《
就
航
要
旨
》

　
全
日
本
仏
教
会
（
J
B
F
）
で
は
、
第
十
二

回
世
界
仏
教
徒
会
議
（
W
F
B
）
日
本
大
会
を

開
く
に
つ
い
て
、
そ
の
先
達
と
し
て
仏
教
青
年

の
自
立
と
連
帯
を
目
ぎ
し
て
、
感
動
あ
る
時
を

き
ざ
む
「
第
一
回
J
B
F
青
年
の
響
く
ぜ
ん
ぶ

つ
丸
V
」
を
出
航
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
研
修
船
と
い
う
新
た
な
異
な
っ
た
環
境
の

中
で
、
若
人
が
仏
教
の
真
ず
い
を
学
び
つ
つ
、

団
体
の
規
律
を
体
得
し
、
相
互
の
理
解
と
連
帯

意
識
の
高
揚
を
計
り
、
仏
教
僧
伽
の
大
き
な
輪

が
動
き
始
め
る
成
果
を
生
み
だ
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
激
動
す
る
世
界
の
情
勢
、
混
迷
す
る
世
の
中

に
あ
っ
て
、
今
こ
そ
私
た
ち
仏
教
青
年
は
、
自

己
の
生
活
、
地
域
社
会
、
国
の
将
来
を
真
剣
に

考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
だ
と
思
い
ま
す
。

　
寄
港
地
に
お
け
る

現
地
青
年
と
の
交
歓

を
通
し
国
際
交
流
を

7よ
り
深
め
、
世
界
平

和
に
一
層
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
“
ひ
ろ
げ
よ
う
み
の
り
の
輪
を

　
　
　
　
　
　
　
み
つ
け
よ
う
心
の
友
を
”

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
青
年
の
船
く
ぜ
ん

ぶ
つ
丸
V
五
百
人
の
友
情
の
輪
が
、
平
和
社
会

の
建
設
に
、
更
に
は
仏
法
興
隆
に
波
及
す
る
よ

う
期
待
し
、
若
人
の
大
い
な
る
参
加
を
よ
び
か

け
ま
す
。

　
　
昭
和
五
十
一
年
九
月
一
日

　
　
　
　
　
　
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
田
辺
哲
崖

　
　
　
《
募
集
要
項
》

一
、
研
修
期
間
　
昭
和
五
十
二
年
三
月
二
十
七

日
よ
り
四
月
十
一
日
ま
で
の
十
六
日
間
。

一
、
コ
ー
ス
　
　
神
戸
一
台
北
i
香
港
ー
マ
ニ

ラ
ー
横
浜

一
、
使
用
船
名
　
コ
ー
ラ
ル
・
プ
リ
ン
セ
ス
号

一、

Q
加
費
用
　
二
十
五
万
円

一
、
募
集
人
数
　
四
百
五
十
六
名

一
、
募
集
対
称
　
二
十
歳
よ
り
四
十
歳
ま
で
。

学
生
の
場
合
は
十
八
歳
か
ら
。

一、

桾
蝸
v
領
　
参
加
希
望
者
は
所
定
の
申
込

書
に
記
入
の
上
、
所
属
す
る
単
位
の
担
当
責
任

者
に
提
出
の
こ
と
◎
所
属
単
位
を
持
た
な
い
方

は
、
申
込
書
を
全
日
本
仏
教
会
へ
直
接
提
出
の

こ
と
。
申
込
書
提
出
の
さ
い
に
、
申
込
金
五
万

円
を
納
付
す
る
こ
と
。

一
、
申
込
み
締
切
日
　
昭
和
五
十
一
年
十
一
月

三
十
日
（
こ
れ
以
前
に
満
席
の
場
合
は
締
切
）
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広まる拒否の姿勢

威力誇示や資金集めに利用され

又その恐れのある葬儀法要等は

拒否しよう

…

●

離
聾
ハ

決議文発表につめかけた報道陣

　
こ
こ
数
年
、
暴
力
団
の
資
金
集
め
、
勢
力
誇
示
の
た
め
と
み
ら
れ
る
法
要
、
葬
儀
が
目
立
ち

社
会
的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
”
黒
い
法
要
・
葬
儀
の
拒
否
”
に
つ
い
て
、
昨

年
の
第
二
十
三
回
兵
庫
大
会
の
県
仏
代
表
者
会
議
で
申
し
合
せ
た
が
、
今
年
の
第
二
十
四
回
三

重
大
会
で
は
、
大
会
決
議
さ
れ
た
。
こ
の
決
議
に
も
と
ず
き
、
以
前
か
ら
の
大
阪
、
青
森
、
徳

島
な
ど
に
つ
づ
い
て
、
茨
城
、
山
梨
な
ど
の
県
仏
も
黒
い
法
要
を
締
め
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
い
わ
ゆ
る
暴
力
団
の
威
力
誇
示
、
資
金
集
め

の
た
め
の
黒
い
葬
儀
や
法
要
の
拒
否
は
、
現
代

の
強
い
社
会
的
要
請
で
あ
る
と
、
昨
年
の
第
二

十
三
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
兵
庫
大
会
の
県
仏

代
表
者
会
議
に
提
言
さ
れ
た
。
こ
れ
は
大
阪
府

仏
よ
り
、
す
で
に
“
黒
い
法
要
”
の
追
放
を
府

下
全
寺
院
に
周
知
徹
底
の
実
践
例
を
ふ
ま
え
て

提
言
さ
れ
、
参
加
代
表
者
は
そ
の
趣
旨
に
賛
成

で
あ
る
と
い
う
申
し
合
せ
を
し
た
。

　
今
年
の
第
二
十
四
回
三
重
大
会
に
お
い
て
は

地
元
三
重
県
警
本
部
の
「
暴
力
追
放
を
決
議
し

て
欲
し
い
」
と
の
要
請
等
を
ふ
ま
え
て
、
三
重

県
仏
よ
り
提
案
さ
れ
、
熱
心
な
検
討
が
行
わ
れ

た
結
果
、
　
「
わ
れ
わ
れ
は
、
威
力
誇
示
や
資
金

集
め
に
利
用
さ
れ
、
ま
た
そ
の
恐
れ
の
あ
る
葬

儀
法
要
等
は
拒
否
し
よ
う
」
と
決
議
文
に
盛
り

こ
ま
れ
た
。

　
こ
の
決
議
は
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
報
道

さ
れ
、
そ
の
反
響
は
大
き
く
、
単
な
る
決
議
に

終
る
こ
と
な
く
、
実
効
を
収
め
る
た
め
に
は
積

極
的
に
実
践
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で

す
で
に
追
放
を
実
践
し
て
い
る
青
森
県
仏
と
、

新
た
に
決
議
し
た
茨
城
、
山
梨
の
両
県
仏
の
実

状
を
報
告
す
る
。

　
青
課
県
仏
　
昭
和
五
十
年
九
月
、
弘
前
警
察

署
第
二
課
よ
り
面
会
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ

り
訪
ね
て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
要
旨
は
「
黒
い
法

要
の
阻
止
に
是
非
協
力
し
て
ほ
し
い
」
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
の
席
で
暴
力
団
の
実
態
、
あ

る
い
は
葬
儀
、
法
要
に
名
を
か
り
た
資
金
集
め

の
実
状
な
ど
の
詳
細
な
る
説
明
を
う
け
、
黒
い

威
圧
を
感
じ
た
。
’

　
そ
の
後
、
青
森
県
警
本
部
、
弘
前
警
察
署
と

数
回
に
わ
た
る
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
五
十
年

十
一
月
に
、
暴
力
団
の
実
態
に
就
い
て
の
貴
重

な
資
料
を
、
県
下
全
寺
院
に
配
布
し
”
黒
い
法

要
”
追
放
の
申
し
合
せ
を
し
た
。
そ
の
直
後
に

×
×
組
よ
り
あ
る
寺
院
へ
法
要
の
申
し
込
み
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
寺
院
で
は
県
仏
の
趣
意
、
申

し
出
に
協
力
し
法
要
を
こ
と
わ
っ
た
。
以
来
県

仏
と
し
て
は
、
数
度
に
わ
た
る
役
員
会
、
事
務

、
局
会
議
を
通
し
て
”
黒
い
法
要
の
阻
止
”
に
努

力
し
て
い
る
。
こ
の
努
力
に
対
し
、
本
年
四
月

に
は
県
警
本
部
長
よ
り
感
謝
状
を
頂
い
た
が
、

全
会
員
の
理
解
、
協
力
に
よ
っ
て
、
積
極
的
に

こ
の
問
題
に
取
り
く
み
、
仏
教
徒
と
し
て
社
会

的
役
割
の
一
翼
を
果
し
得
た
こ
と
を
喜
び
報
告

と
す
る
。
　
（
青
森
県
仏
会
長
　
赤
平
昌
導
）

　
山
梨
・
茨
城
も
決
議

　
山
梨
県
仏
　
七
月
二
日
定
時
理
事
会
を
開
催

し
、
先
般
全
日
本
仏
教
徒
会
議
で
決
議
さ
れ
た

「
威
力
誇
示
や
資
金
集
め
の
為
の
黒
い
葬
儀
や

法
要
の
拒
否
」
に
つ
い
て
協
議
し
、
そ
の
追
放

を
決
議
し
て
県
下
寺
院
に
送
付
し
た
。

　
い
わ
ゆ
る
「
暴
力
団
の
組
織
葬
儀
・
法
要
」

は
、
暴
刀
団
の
資
金
集
め
の
た
め
の
葬
儀
法
要

で
あ
り
、
暴
力
の
な
い
心
ゆ
た
か
な
和
や
か
な

平
和
社
会
を
つ
く
る
我
々
仏
教
徒
の
使
命
と
著

し
く
反
す
る
も
の
で
仏
教
へ
の
冒
涜
で
も
あ
り

ま
す
。
も
と
よ
り
寺
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
純
然

た
る
葬
儀
・
法
要
等
の
宗
教
的
行
事
に
つ
い
て

は
云
々
す
る
も
の
で
な
く
、
全
日
本
仏
教
徒
会

議
の
決
議
や
県
警
の
要
請
に
基
づ
き
、
暴
力
団

の
黒
い
法
要
等
の
追
放
を
こ
こ
に
決
議
し
た
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　
全
日
本
仏
教
徒
会
議
と
山
梨
県
警
察
の
要
請

を
尊
重
し
て
仏
教
者
の
使
命
を
果
す
た
め
に
、

我
々
仏
教
徒
寺
院
住
職
は
、
黒
い
法
要
等
を
拒

否
し
明
る
い
社
会
建
設
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
寺
院
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
以

上
の
趣
旨
を
む
理
解
い
た
だ
き
最
善
を
尽
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
　
（
一

部
省
略
）
　
山
梨
県
仏
教
会
場
長
　
井
村
胤
応

　
茨
城
県
仏
　
七
月
三
日
、
仏
教
会
事
務
局
の

祇
園
寺
（
水
戸
市
松
本
町
）
に
お
い
て
緊
急
理

事
会
を
開
き
「
黒
い
葬
儀
締
め
出
し
」
を
決
議

し
実
行
に
移
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
よ
り
先
の
六
月
八
日
に
、
県
警
捜
査
二

君
よ
り
協
力
の
要
請
が
あ
り
、
理
事
会
当
日
も

県
警
よ
り
出
席
し
県
内
暴
力
団
の
実
態
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
基
に
、
過
去
に
暴
力

団
の
法
要
を
し
た
こ
と
の
あ
る
理
事
の
報
告
を

ふ
ま
え
な
が
ら
討
議
し
、
全
員
一
致
を
も
っ
て

決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
決
定
を
雪
仏
の
広
報
紙

に
て
県
内
に
流
し
、
更
に
各
宗
務
機
関
を
通
じ

て
実
動
に
入
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
　
（
茨
城

雪
仏
会
長
　
大
越
孝
仁
）
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人
類
の
未
来
と
仏
教

　
全
日
本
仏
教
会
と
国
際
仏
教
交
流
セ
ン
タ
ー

主
催
に
よ
る
「
第
九
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
」

は
、
一
昨
年
、
昨
年
に
つ
づ
い
て
『
人
類
の
未

来
と
仏
教
』
一
面
三
回
1
1
の
テ
ー
マ
に
も
と
ず

き
、
八
月
二
十
五
、
二
十
六
日
の
両
日
、
仏
教

学
、
自
然
科
学
な
ど
の
諸
先
生
十
九
名
、
オ
ブ高橋離塁東大講師雲井昭善大谷大教授

（＝

ﾊ
目
）

ザ
ー
バ
三
十
名
、
主
催
の
全
日
本
仏
教
会
、
国

際
仏
教
交
流
セ
ン
タ
ー
よ
り
二
十
二
名
、
後
援

の
読
売
新
聞
社
な
ど
報
道
下
名
の
参
加
で
、
神

奈
川
県
箱
根
の
湖
尻
富
士
見
荘
ホ
テ
ル
を
会
場

に
開
催
さ
れ
た
。

　
第
一
日
目
は
全
日
本
仏
教
会
・
貝
山
宣
泰
常

務
理
事
と
国
際
仏
教
交
流
セ
ン
タ
ー
・
岡
野
輝

勝
理
事
長
が
主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
、
直
ち

に
基
調
講
演
に
入
り
、
薬
学
の
高
橋
胱
正
東
大

講
師
が
自
然
科
学
の
立
場
か
ら
『
自
然
と
科
学

と
人
間
の
未
来
』
と
題
し
て
、
　
「
①
人
類
生
存

の
摂
理
、
生
存
の
仕
組
と
し
て
、
我
々
人
間
は

他
の
生
物
を
食
べ
な
く
て
は
生
き
て
い
け
な
い

わ
け
で
あ
り
、
生
命
活
動
は
互
い
に
支
え
あ
っ

て
成
立
し
て
い
る
。
し
か
し
自
然
環
境
も
生
産

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
て
い
る
と
き
は
よ
か
っ
た
が

自
然
環
境
の
破
壊
は
生
存
の
摂
理
を
危
く
す
る

も
の
で
あ
る
。
②
そ
こ
で
科
学
と
環
境
の
問
題

を
考
え
、
生
産
と
は
地
球
資
源
の
破
壊
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
生
産
至
上
主
義
を
改
め
て
貧

る
心
を
お
さ
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
③
生
存

の
基
盤
を
破
壊
す
る
根
源
を
み
る
と
、
企
業
の

無
制
限
な
生
産
に
あ
る
。
生
産
至
上
主
義
か
ら

生
ま
れ
る
ヘ
ド
ロ
の
造
出
、
サ
リ
ド
マ
イ
ド
・

ス
モ
ン
な
ど
の
薬
禍
な
ど
は
社
会
悪
の
根
源
で

あ
る
。
④
こ
の
よ
う
な
無
制
限
に
科
学
を
使
用

し
た
た
め
に
起
り
う
る
根
源
を
、
徹
底
的
に
洗

い
直
し
て
闘
か
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
も
新
ら
し
い
宗
教
的
価
値
観
の
確
立

が
必
要
で
あ
る
。
人
類
生
存
の
た
め
に
は
、
回

る
の
で
な
く
つ
つ
ま
し
く
生
き
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
」
と
約
一
時
問
半
に
わ
た
っ
て
、
厳
し

い
現
況
を
ふ
ま
え
て
講
演
さ
れ
た
。

　
続
い
て
仏
教
側
の
立
場
か
ら
、
雲
井
昭
善
大

谷
大
教
授
が
、
「
1
仏
教
の
未
来
観
の
確
認
、

皿
行
動
の
論
理
と
そ
の
確
認
、
の
二
面
か
ら
、

仏
教
徒
は
未
来
社
会
に
対
し
て
、
今
、
何
を
、

如
何
に
な
す
べ
き
か
、
を
考
え
て
み
た
い
。
1

に
つ
い
て
は
、
①
未
来
観
、
仏
教
の
基
本
的
立

場
、
末
法
観
と
救
い
。
②
未
来
社
会
へ
の
責
任

③
自
然
と
人
間
と
の
共
存
、
相
互
依
存
を
め
ぐ

る
問
題
点
。
④
個
の
成
仏
と
利
他
行
。
皿
は
①

閉
鎖
的
機
構
か
ら
、
開
か
れ
た
機
構
へ
。
②
現

代
に
呼
び
か
け
る
仏
教
者
の
在
り
方
。
③
奉
仕

の
こ
こ
ろ
と
不
請
四
二
。
④
社
会
へ
の
積
極
的

ア
プ
ロ
ー
チ
、
四
医
事
。
⑤
マ
イ
ナ
ス
人
間
へ

の
福
音
。
⑥
仏
教
者
は
、
今
、
何
を
如
何
に
な

す
べ
き
か
。
」
と
整
理
し
て
説
き
、
特
に
自
然

科
学
と
の
接
点
と
し
て
、
「
仏
教
に
“
少
欲
知

足
”
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
単
に
個
人
の
私
利

私
欲
を
抑
え
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
グ
ロ
ー
バ

ル
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
共
同
、
共
存

の
問
題
も
間
わ
れ
て
く
る
。
人
口
・
食
糧
問
題

な
ど
現
実
の
問
題
を
さ
け
て
通
る
こ
と
な
く
、

四
聖
事
（
布
施
、
母
語
、
利
行
一
協
力
、
幡
生

1
1
相
手
と
苦
楽
を
共
に
す
る
）
の
心
を
も
っ
て

世
に
訴
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
実
践

に
あ
た
っ
て
仏
教
者
は
勇
気
を
持
っ
て
、
一
つ

一
つ
具
体
的
に
追
求
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
と

少
欲
知
足
の
実
践
を
強
調
し
た
。

　
こ
の
あ
と
質
疑
応
答
に
入
り
、
　
「
現
在
の
状

況
の
中
で
少
欲
知
足
の
具
体
的
方
法
が
あ
る
の

か
」
・
「
経
済
的
構
造
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も

必
要
で
は
な
い
か
」
な
ど
熱
心
な
る
意
見
の
交

換
が
、
自
然
科
学
と
仏
教
の
接
点
を
め
ぐ
っ
て

翌
日
の
午
後
三
時
ま
で
た
た
か
わ
さ
れ
た
。

読
売
新
聞
八
月
三
十
日
夕
刊
よ
り

危
機
救
う
原
理
と
し
て

価
値
観
の
大
転
換
が
必
要

　
　
国
富
み
ヘ
ド
ロ
列
島
残
る

　
人
類
生
存
の
永
続
性
に
赤
信
号
が
つ
い
て
い

る
。
こ
こ
二
十
年
、
近
代
科
学
の
進
歩
が
招
い

た
環
境
破
壊
は
、
人
類
の
生
存
基
盤
を
崩
壊
に

向
か
わ
せ
て
い
る
か
ら
だ
◎
こ
う
し
た
問
題
意

識
の
も
と
に
「
人
類
の
未
来
と
仏
教
」
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
。
一
略
－
高
橋
胱
正
東
大

講
師
と
雲
井
昭
善
大
谷
大
教
授
が
基
調
講
演
を
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行
い
、
両
者
が
「
少
欲
知
足
」
の
実
践
と
、
原

始
仏
教
に
近
い
“
仏
教
社
会
主
義
”
こ
そ
、
人

類
生
存
の
危
機
を
救
う
原
理
で
あ
る
と
い
う
点

で
一
致
し
た
こ
と
は
、
画
期
的
な
出
会
い
で
あ

っ
た
。
少
欲
知
足
と
は
欲
望
の
限
界
を
認
め
、

つ
つ
ま
し
く
生
き
る
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
生
産

至
上
主
義
の
価
値
観
を
百
八
十
度
転
回
す
る
勇

気
あ
る
提
案
と
い
え
そ
う
だ
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
終
始
、
少
欲
知
足
を
め

ぐ
っ
て
す
す
め
ら
れ
た
。

　
ま
ず
基
調
講
演
に
立
っ
た
高
橋
氏
が
「
食
品

添
加
物
、
薬
害
、
ヘ
ド
ロ
に
、
世
界
で
最
も
汚

さ
れ
て
い
る
日
本
こ
そ
、
少
欲
知
足
が
必
要
で

あ
る
」
と
、
そ
の
根
拠
を
示
し
た
。

　
そ
の
第
一
は
、
人
類
生
存
の
仕
組
み
は
、
生

き
物
を
殺
し
、
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
生

き
ら
れ
な
い
。
植
物
、
小
動
物
、
人
間
の
聞
に

く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
自
然
界
の
業
は
、
奢
（
お

む
）
り
驕
（
た
か
）
ぶ
っ
た
人
知
に
清
算
を
迫

っ
て
い
る
。
近
代
文
明
の
た
れ
流
し
た
物
質
が

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
魚
の
中
に
濃
縮
さ
れ
、
最
後

に
は
人
間
を
滅
亡
に
追
い
こ
む
恐
れ
が
あ
る
。

「
も
し
わ
れ
わ
れ
の
耳
が
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や

魚
の
発
す
る
超
音
波
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

た
ら
、
恐
山
の
巫
女
（
み
こ
）
た
ち
が
唱
え
る

御
詠
歌
の
よ
う
に
、
こ
れ
は
…
…
人
間
の
も
の

だ
か
ら
…
…
人
間
に
返
す
の
だ
。
こ
れ
は
…
…

人
間
の
も
の
だ
か
ら
、
と
唱
え
る
声
が
き
こ
え

る
は
ず
だ
」
と
。

　
さ
ら
に
「
人
類
は
有
害
な
重
金
属
を
地
下
か

ら
掘
り
出
し
、
新
し
い
化
学
物
質
を
合
成
し
て

人
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
つ
ま
り
人

類
の
生
産
労
働
は
、
自
然
を
富
と
ヘ
ド
ロ
に
分

離
し
て
い
る
の
だ
。
日
本
の
よ
う
に
多
量
の
資

源
を
輸
入
し
、
生
産
し
て
い
て
は
、
や
が
て
ヘ

ド
ロ
列
島
に
な
っ
て
し
ま
う
。
　
“
生
産
は
原
則

的
に
破
壊
で
あ
り
、
薬
は
原
則
的
に
は
毒
で
あ

る
”
」
と
述
べ
、
結
論
と
し
て
「
科
学
に
よ
っ

て
肥
大
し
て
き
た
資
本
、
科
学
で
武
装
し
た
権

力
、
科
学
を
支
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
的
価

値
を
認
め
ら
れ
て
き
た
科
学
者
と
熾
烈
（
し
れ

つ
）
な
闘
争
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
限
り

な
く
人
間
の
欲
望
を
か
き
た
て
る
現
在
の
経
済

体
制
を
否
定
し
、
煩
悩
を
断
ち
切
っ
て
自
然
に

生
き
る
社
会
、
そ
れ
は
原
始
仏
教
に
近
い
も
の

で
あ
り
、
超
民
族
的
に
し
て
人
類
最
後
の
宗
教

世
界
で
あ
る
」
と
熱
っ
ぽ
く
説
い
た
。

　
高
橋
氏
の
提
案
は
、
綿
密
な
デ
ー
タ
ー
に
裏

付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
、
仏
教
者
は
納
得
し
た

よ
う
で
あ
る
。

　
　
寺
院
を
運
動
の
拠
点
に

　
仏
教
者
側
の
雲
井
氏
も
、
少
欲
知
足
の
原
理

に
た
っ
て
「
現
代
は
個
人
の
悟
り
を
求
め
る
だ

け
に
と
ど
ま
る
べ
き
で
は
な
く
、
食
糧
、
人
口

問
題
と
い
っ
た
、
人
類
が
共
に
に
な
う
行
為
に

つ
い
て
も
考
え
て
い
く
べ
き
だ
。
　
“
四
摂
法
”

つ
ま
り
“
気
ま
え
よ
く
与
え
、
好
意
を
も
っ
て

他
に
接
し
、
協
力
し
あ
っ
て
、
奉
仕
の
心
で
す

O
す
”
よ
う
現
代
人
に
呼
び
か
け
た
い
」
と
精

神
の
変
革
を
主
張
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
高
橋
氏
が
説
く
“
仏
教
社
会
主

義
“
は
、
原
始
仏
教
に
回
帰
し
ろ
と
い
う
の
で

は
な
い
。
ま
た
現
実
に
存
在
す
る
ア
ジ
ア
の
ビ

ル
マ
や
ス
リ
ラ
ン
カ
の
よ
う
な
仏
教
社
会
主
義

国
と
も
状
況
が
違
う
。
日
本
は
高
度
に
発
達
し

た
”
企
業
国
家
”
で
あ
り
、
釈
迦
時
代
に
は
な

か
っ
た
社
会
悪
を
多
く
か
か
え
て
い
る
。
従
っ

て
、
ア
ジ
ア
の
仏
教
社
会
主
義
国
と
同
じ
よ
う

な
状
況
か
ら
出
発
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
日

本
で
は
巨
大
な
資
本
、
権
刀
、
科
学
と
対
決
し

つ
つ
、
原
始
仏
教
が
も
っ
て
い
た
「
最
小
限
の

生
産
を
平
等
に
分
け
あ
う
社
会
」
か
ら
学
び
、

そ
れ
を
導
入
す
る
国
民
運
動
の
拠
点
に
全
国
の

寺
院
が
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
高
橋
氏
も
「
托

鉢
（
た
く
は
つ
）
だ
け
で
最
小
限
に
生
き
た
と

し
て
も
日
本
で
は
ヘ
ド
ロ
を
食
う
こ
と
に
な
る

生
産
体
系
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
典
型
的
な
国
家

で
、
仏
教
は
ど
う
ず
れ
ば
よ
い
の
か
」
と
仏
教

者
に
問
い
か
け
、
仏
教
の
実
践
面
の
弱
さ
を
指

摘
し
た
。

　
し
か
し
、
討
論
の
中
で
、
少
欲
知
足
が
全
面

的
に
支
持
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
藤
吉
慈
海

花
園
大
教
授
は
「
少
欲
知
足
は
東
洋
的
隠
者
の

生
活
を
連
想
さ
せ
る
。
日
本
だ
け
で
少
欲
知
足

を
考
え
ず
、
世
界
の
飢
餓
寸
前
の
人
血
に
手
を

さ
し
の
べ
る
べ
き
だ
。
ま
た
日
本
は
東
南
ア
ジ

ア
に
ヘ
ド
ロ
を
ま
き
散
ら
し
て
い
る
の
だ
か
ら

ア
ジ
ア
の
仏
教
徒
の
自
覚
を
促
す
こ
と
も
必
要

で
あ
る
」
と
、
日
本
の
食
糧
問
題
に
限
定
し
て

考
え
る
高
橋
氏
の
意
見
に
条
件
を
つ
け
た
。
ま

た
佐
伯
頁
光
相
模
工
大
教
授
は
「
つ
つ
ま
し
い

生
活
と
い
う
だ
け
で
は
説
得
力
が
な
い
」
」
と
エ

ン
ジ
ン
・
ブ
レ
ー
キ
説
を
主
張
し
た
。
つ
ま
り

「
仏
教
は
社
会
が
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
と
き

エ
ン
ジ
ン
・
ブ
レ
ー
キ
を
き
か
せ
、
欲
望
を
断

ぜ
ず
し
て
社
会
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
」
と

　
　
仏
教
経
済
学
の
必
要
性

．
こ
の
よ
う
に
少
欲
知
足
の
論
理
は
、
さ
ら
に

険
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い

て
森
竜
吉
竜
大
教
授
は
「
地
方
に
多
く
の
寺
院

を
も
つ
仏
教
は
、
地
方
の
自
立
的
生
活
圏
の
確

立
を
主
張
し
、
巨
大
化
し
た
工
業
を
切
断
し
、

農
業
の
復
権
に
協
力
す
べ
き
だ
。
”
仏
教
社
会

主
義
”
は
国
家
権
力
を
媒
介
せ
ず
、
い
か
に
現

実
的
な
形
を
と
り
う
る
か
、
自
然
科
学
、
宗
教

そ
し
て
経
済
学
な
ど
社
会
科
学
の
三
分
野
の
専

門
家
の
叡
智
（
え
い
ち
）
を
集
め
て
研
究
す
る

と
よ
い
」
と
提
案
し
、
高
橋
氏
も
「
仏
教
経
済

学
」
の
確
立
の
必
要
性
を
説
き
「
生
存
基
盤
原

理
実
行
委
員
会
で
、
日
本
人
の
生
活
水
準
を
ど

こ
ま
で
下
げ
ら
れ
る
か
具
体
的
に
研
究
し
、
少

欲
知
足
の
た
め
の
デ
ー
タ
を
つ
く
っ
て
い
る
」

と
語
っ
た
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
　
「
欲
望
の
限
界
」
が
説

か
れ
、
E
・
F
・
シ
ュ
マ
ッ
ハ
ー
は
『
人
間
復

興
の
経
済
学
』
　
（
原
題
「
小
さ
い
こ
と
は
い
い

こ
と
だ
」
）
を
三
年
前
に
書
い
て
い
る
。
こ
の

書
は
仏
教
経
済
学
と
名
づ
け
ら
れ
、
欧
米
諸
国

で
広
く
読
ま
れ
、
「
ス
モ
ー
ル
・
イ
ズ
・
ビ
ュ

ー
テ
ィ
フ
ル
」
は
、
新
七
い
運
動
を
象
徴
す
る

［5
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キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。
シ

ュ
マ
ッ
ハ
ー
な
ど
の
経
済
学
と
も
比
較
検
討
し

少
欲
知
足
を
核
心
と
し
た
仏
教
経
済
学
を
確
立

す
る
こ
と
が
、
人
類
を
危
機
か
ら
救
済
す
る
道

に
な
り
う
る
か
。
ま
た
そ
の
実
現
は
個
人
個
人

が
日
常
生
活
の
中
で
、
少
欲
知
足
を
実
践
で
き

る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

　
　
　
出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
秋
重
義
治
（
九
州
大
）
高
橋
胱
正
（
東
大
）

勝
又
俊
教
（
大
正
大
）
佐
藤
密
雄
（
仏
教
大
）

佐
伯
真
光
（
相
模
工
大
）
東
昇
（
京
大
）
橋
本

芳
契
（
福
井
県
立
短
大
）
花
山
勝
友
（
武
蔵
野

女
子
大
）
玉
城
康
四
郎
（
東
北
大
）
森
龍
吉

（
竜
谷
大
）
若
林
勲
（
東
犬
）
里
見
宏
（
聖

心
）
雲
井
昭
善
（
大
谷
大
）
宮
本
正
尊
（
文
化

会
議
議
長
）
西
義
雄
（
副
議
長
）
金
岡
秀
友
、

藤
吉
慈
海
、
真
渓
義
貫
、
摩
尼
清
之
（
運
営
委

員
）　
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
ー
岸
達
志
、
松
田
周
邦
、
青

木
悦
子
、
麻
布
照
海
、
吉
田
快
了
、
田
中
円
海

池
田
理
髪
、
P
・
ソ
ラ
タ
、
貝
山
宣
昭

全　　　　仏
第3種郵便物認可

フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
跡
巡
拝

曹
洞
宗
々
議
会
議
員

　
昭
和
四
十
七
年
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
遺
骨
収
集

に
参
加
、
今
回
ま
た
比
島
パ
ナ
イ
島
な
ら
び
に

ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
戦
没
者
慰
霊
法
要
の
た
め
、
全

日
本
仏
教
会
代
表
と
し
て
の
委
嘱
を
受
け
て
、

八
月
二
日
よ
り
七
泊
八
日
の
日
程
に
て
参
加
し

た
◎
以
下
は
第
三
十
三
回
忌
慰
霊
法
要
の
報
告

で
あ
る
。

　
八
月
二
日
、
名
古
屋
空
港
を
出
発
。
一
行
百

三
十
五
名
（
他
に
東
京
組
百
日
目
は
ま
ず
セ
ブ

島
へ
飛
ん
だ
。
私
は
名
古
屋
便
の
団
長
と
B
コ

ー
ス
（
パ
ナ
イ
島
と
ダ
バ
オ
地
区
）
長
を
兼
て

の
参
加
で
あ
る
。

　
八
月
三
日
、
三
十
四
年
前
に
、
私
が
独
歩
大

隊
第
三
中
隊
長
と
し
て
警
備
に
あ
た
っ
た
イ
ロ

イ
ロ
市
に
入
る
。
昔
を
偲
び
懐
し
い
思
い
で
な

高

橋

定

道

が
め
た
。
ま
ず
高
橋
隊
の
分
三
七
名
が
全
滅
し

た
市
の
北
方
水
源
地
「
ダ
バ
」
を
訪
ず
れ
、
卒

塔
婆
を
建
て
て
読
経
し
た
が
、
我
々
が
救
出
に

到
着
し
た
と
き
は
す
で
に
戦
死
し
て
い
た
悲
し

い
思
い
出
が
、
読
経
を
時
々
途
切
れ
さ
せ
た
。

　
八
月
四
日
、
ア
ン
チ
ッ
ケ
州
サ
ン
ボ
セ
に
お

い
て
慰
霊
法
要
。
昭
和
十
七
年
十
月
よ
り
翌
年

十
二
月
ま
で
独
歩
大
隊
の
基
地
と
な
っ
た
処
で

あ
り
、
対
日
感
情
も
余
り
良
く
な
い
と
聞
い
て

い
た
が
、
警
察
署
長
を
は
じ
め
心
よ
く
迎
え
て

く
れ
た
。
そ
の
後
サ
ン
ボ
セ
東
方
の
ア
ン
チ
ッ

ケ
銅
山
の
古
戦
場
を
訪
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が

情
況
が
余
り
良
く
な
い
と
の
こ
と
で
断
念
せ
ぎ

る
を
え
な
か
っ
た
。

　
八
月
五
日
目
午
前
中
イ
ロ
イ
ロ
市
内
の
日
比

犠
牲
者
の
記
念
碑
に
お
い
て
慰
霊
祭
を
執
行
、

参
列
者
持
参
の
卒
塔
婆
・
線
香
・
香
華
等
を
献

供
し
て
読
経
し
た
。
法
要
後
は
警
察
署
長
、
市

長
、
州
知
事
を
表
敬
訪
問
し
、
午
後
ダ
バ
オ
へ

飛
ん
だ
。

　
八
月
六
日
、
早
朝
ダ
バ
オ
北
方
の
、
対
米
戦

闘
陣
地
を
作
っ
た
カ
バ
ン
チ
ア
ン
を
訪
ね
、
我

が
第
一
中
隊
長
以
下
全
員
が
玉
砕
し
た
ブ
ハ
ン

ギ
ン
の
教
会
場
の
前
で
、
特
設
の
祭
壇
を
作
り

慰
霊
法
要
を
行
っ
た
。
当
時
陣
地
構
築
に
協
力

し
た
人
々
に
、
持
参
し
た
土
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
、
肩
を
抱
き
合
っ
て
親
善
を
深
め
た
。
九

時
半
に
は
タ
バ
オ
西
方
の
カ
リ
ナ
ン
に
向
う
。

我
が
部
隊
の
対
米
戦
闘
で
最
も
激
烈
を
極
め
た

タ
ロ
モ
リ
バ
ー
十
字
路
教
会
の
前
で
慰
霊
祭
を

行
う
。
ア
バ
カ
（
麻
）
畑
が
椰
子
畑
に
変
り
淋

し
い
限
り
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
地
の
戦
闘
以
後

日
本
軍
は
敗
走
を
続
け
た
こ
と
を
思
い
だ
す
と

一
層
そ
の
感
が
深
い
。

　
午
後
カ
タ
ル
ナ
ン
の
平
和
塔
（
先
年
臨
済
宗

の
山
田
無
文
老
師
が
開
眼
供
養
）
の
前
で
、
日

比
合
同
の
大
慰
霊
法
要
が
執
行
さ
れ
た
。
最
初

に
神
式
、
次
に
仏
式
、
キ
リ
ス
ト
新
教
、
カ
ト

リ
ッ
ク
教
、
ハ
コ
ボ
族
の
祈
り
と
多
彩
な
式
典

が
続
い
た
。
仏
式
は
曹
洞
二
人
、
真
宗
二
人
の

四
人
で
読
経
回
生
し
た
。
　
（
全
仏
教
の
統
一
さ

れ
た
教
範
が
あ
る
と
よ
い
と
つ
く
ず
く
思
う
）

　
八
月
七
日
、
タ
バ
オ
西
方
の
山
中
ト
リ
ー
に

は
日
系
三
世
の
協
力
で
作
ら
れ
た
収
骨
塔
が
あ

り
、
我
が
多
賀
大
隊
の
古
戦
場
で
も
あ
る
。
そ

の
収
骨
塔
の
傍
に
、
昭
和
四
十
七
年
に
私
が
建

て
た
部
隊
の
標
柱
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
前
に

て
読
経
し
た
。

　
そ
の
ト
リ
ー
の
奥
地
に
、
日
本
軍
最
後
の
陣

マ
ニ
ラ
の
米
軍
墓
地
に
た
つ
筆
者

地
で
あ
る
竹
薮
高
地
が
あ
る
。
こ
の
処
に
多
賀

大
隊
の
記
念
碑
を
建
て
た
い
と
予
ね
て
か
ら
思

っ
て
お
り
、
ダ
ト
・
オ
カ
ダ
に
会
い
敷
地
提
供

を
交
渉
し
快
諾
し
て
く
れ
た
こ
と
は
非
常
に
嬉

し
い
。

　
八
月
八
日
、
正
後
マ
ニ
ラ
に
到
着
◎
米
軍
墓

地
と
モ
ン
テ
ン
ル
パ
刑
場
へ
。
米
軍
墓
地
は
美

し
く
整
備
さ
れ
て
い
る
。
モ
ン
テ
ン
ル
パ
刑
場

墓
地
も
、
途
中
の
道
は
日
本
宗
教
団
体
の
骨
折

り
で
立
派
に
な
っ
た
が
、
両
方
を
比
較
す
る
と

勝
負
と
敗
者
と
の
差
を
感
じ
る
◎

　
八
月
九
日
、
こ
の
度
の
巡
拝
は
行
く
先
々
で

雨
に
降
ら
れ
た
が
、
亡
き
戦
友
の
喜
び
の
涙
が

雨
と
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
と
、
同
行
の
人

々
と
話
し
合
い
な
が
ら
無
事
帰
国
し
た
。

　
　
　
　
　
（
岐
阜
県
美
濃
市
永
昌
昌
住
職
）

×

×

×
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全
仏
理
事
会
ひ
ら
く

日
本
大
会

準
備
委
員
会
発
足
を
了
承

　
全
日
本
仏
教
会
の
理
事
会
は
、
九
月
十
六
日

午
後
一
時
半
よ
り
、
東
京
・
浅
草
の
東
京
本
願

寺
御
遠
忌
記
念
館
二
階
広
間
に
て
、
出
席
簿
十

四
名
、
委
任
状
十
九
通
を
も
っ
て
開
催
し
た
。

　
担
当
の
島
田
庶
務
部
長
の
進
行
に
よ
り
、
田

辺
哲
崖
理
事
長
を
議
長
に
、
宮
部
幸
麿
、
立
部

瑞
祐
の
両
師
を
議
事
録
署
名
委
員
に
選
出
し
て

議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
人
事
移
動
に
つ
い
て
」

理
　
事
　
石
川
隆
惇
↓
興
　
文
丈
　
埼
玉
県
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
月
二
十
三
日
付
）

理
事
　
土
田
真
也
↓
広
川
芳
雄
新
潟
県
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
月
一
日
付
）

評
議
員
山
崎
義
天
↓
水
島
真
之
　
時
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
月
十
六
日
付
）

評
議
員
　
野
沢
密
厳
↓
田
中
真
瑞
信
貴
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
月
十
二
日
付
）

　
関
西
事
務
局
主
事
の
三
上
大
成
師
は
、
九
月

七
日
付
で
長
谷
鎮
也
師
と
交
代
（
両
師
本
派
）

　
な
お
、
常
務
理
事
で
あ
っ
た
栗
本
俊
道
師
の

死
去
に
よ
り
、
東
京
都
仏
よ
り
桜
井
大
乗
師
が

選
出
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
、
こ
れ
ら
を
了
承
。

　
議
案
第
二
号
「
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会

に
つ
い
て
」

　
各
宗
派
、
県
仏
、
加
盟
諸
団
体
よ
り
推
薦
選

出
さ
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
、
準
備
委
員
会
が
構

成
さ
れ
、
発
足
す
る
こ
と
を
了
承
。
そ
れ
に
と

も
な
い
、
そ
の
中
の
人
々
よ
り
十
数
名
を
選
出

し
て
小
委
員
会
を
作
り
、
魅
力
あ
る
大
会
の
旗

じ
る
し
を
作
る
よ
う
に
し
た
方
が
よ
い
と
の
意

見
が
出
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。
な
お
、
そ
の
人
選

に
つ
い
て
は
、
田
辺
理
事
長
と
全
日
仏
事
務
局

と
が
相
談
の
上
で
人
選
し
決
定
す
る
こ
と
で
了

承
さ
れ
た
。

　
報
告
事
項
一
「
J
B
F
青
年
の
画
く
ぜ
ん
ぶ

つ
丸
V
に
つ
い
て
」

　
来
春
三
月
二
十
七
日
よ
り
四
月
十
一
日
ま
で

の
十
六
日
問
、
J
B
F
青
年
の
船
く
ぜ
ん
ぶ
つ

丸
V
が
出
航
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
募
集
に

つ
い
て
の
要
項
お
よ
び
要
旨
を
報
告
。
（
本
号

二
面
に
掲
載
参
照
）

　
報
告
事
項
二
「
第
二
十
五
回
全
日
仏
埼
玉
大

会
に
つ
い
て
」

　
第
二
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
埼
玉
大
会

は
、
来
年
の
十
月
に
埼
玉
県
仏
教
会
を
中
心
に

開
催
さ
れ
る
が
、
そ
の
準
備
等
に
つ
い
て
担
当

の
組
織
局
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

　
　
出
席
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
田
辺
哲
崖
・
野
村
宗
春
・
松
村
寿
顕
・
宮
部

幸
麿
・
藤
岡
義
昭
・
船
口
暉
子
・
藤
音
譜
祐
・

熊
野
竜
夫
（
代
）
・
広
川
芳
雄
・
立
部
瑞
祐
．

長
谷
川
霊
信
・
神
原
玄
祐
（
代
）
・
沼
田
恵
範

（
代
）
・
中
山
理
々

噺
・
＝
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．
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3
＝
＝
．
口
回
＝
＝
『
甦
・
2
口
＝
「
莚

初
の
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
く

熱
心
に
話
し
合
う
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
八
月
三
十
日
午
後
一
時
よ
り
、
京
都
知
恩
院

和
順
会
館
に
て
、
初
め
て
の
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
が
開
か
れ
た
。

　
全
日
仏
の
小
峰
組
織
部
長
の
司
会
に
よ
り
、

竜
山
組
織
局
長
の
開
会
の
辞
、
西
口
公
教
大
阪

府
仏
会
長
の
三
帰
依
文
、
鱒
渕
事
務
総
長
と
宮

城
泰
年
京
都
府
仏
事
務
局
長
の
挨
拶
の
後
、
議

長
に
宮
城
師
を
選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。

一
、
第
二
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
に
つ
い

　
　
て

二
、
時
局
対
策
に
つ
い
て

三
、
第
十
二
回
W
F
B
日
本
大
会
開
催
に
つ
い

　
　
て

四
、
次
回
担
当
県
仏
選
定
に
つ
い
て

　
一
、
に
つ
い
て
は
、
目
下
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
検

討
中
で
あ
り
、
埼
仏
会
館
を
中
心
に
し
て
、
一

日
で
会
議
を
完
了
す
る
よ
う
進
め
て
い
る
。
な

お
前
日
に
県
仏
代
表
者
会
議
を
行
い
、
大
宮
の

高
島
屋
に
て
高
僧
墨
跡
展
を
開
催
す
る
予
定
。
…

　
二
、
に
つ
い
て
は
、
現
在
神
奈
川
県
仏
か
ら

出
さ
れ
た
「
墓
地
分
譲
課
税
問
題
」
を
と
り
あ

げ
て
討
議
し
た
が
、
関
西
で
は
末
だ
こ
の
よ
ゑ

な
問
題
は
出
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一

「
黒
い
法
要
」
に
つ
い
て
は
、
各
県
と
も
そ
れ

ぞ
れ
の
地
方
の
特
性
を
生
か
し
て
離
々
に
努
力

し
て
い
る
も
よ
う
で
あ
る
◎

　
三
、
に
つ
い
て
は
、
今
後
各
県
仏
の
協
力
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
、
鎌
田
国
際
部
長
よ

り
今
ま
で
の
経
過
報
告
と
協
力
を
お
願
い
し

た
。
　
四
、
に
つ
い
て
は
、
二
年
つ
つ
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
来
年
度
も
京
都
府
仏
が
担
当
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
　
（
出
席
者
）
西
口
公
教
大
阪
府
仏
会
長
、
宮

城
泰
年
京
都
府
仏
事
務
局
長
、
河
野
又
明
兵
庫

県
仏
事
務
局
参
事
、
高
野
爽
然
滋
賀
県
仏
事
務

局
長
、
関
西
事
務
局
よ
り
梶
原
隆
也
、
藤
野
俊

雄
の
両
氏
、
全
日
仏
よ
り
事
務
総
長
、
次
長
、

総
務
局
長
、
組
織
局
長
、
同
部
長
、
同
主
事
、

庶
務
部
長
浅
国
際
部
長
、
文
化
部
長
。

◇
掲
◇
示
◇
板
◇

▲
京
都
府
仏
教
会
で
は
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ

次
の
各
師
が
選
出
さ
れ
た
。

　
会
長
・
野
々
山
龍
眼
、
副
会
長
・
葉
上
照
澄

横
井
鶴
洲
、
理
事
長
・
小
林
忍
戒
、
事
務
局
長

・
宮
城
泰
年

7一
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ぐ

、
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F
砂
　
　
．

　
　
▲
新
潟
県
仏
教
会
で
は
会
長
が
改
選
さ
れ
た
。

田
　
　
会
長
　
広
川
芳
雄
　
（
浄
土
宗
・
長
善
寺
）

胴
　
▲
岩
手
県
仏
教
会
で
は
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ

璃
　
次
の
各
師
が
選
出
さ
れ
た
。

稠，

?
ｷ
．
熊
谷
隆
正
（
本
正
寺
）
、
副
会
長
．

昭
　
黒
沢
有
光
（
善
導
寺
）
渕
沢
信
一
（
円
城
寺
）

　
事
務
局
長
・
松
尾
晃
一
（
教
浄
寺
）

　
　
▲
九
月
九
日
、
東
京
・
文
京
公
会
堂
に
お
い
て

　
東
日
本
詠
歌
連
盟
の
奉
詠
・
舞
大
会
が
盛
大
に

　
開
催
さ
れ
、
全
日
仏
よ
り
来
馬
国
際
文
化
局
長

　
が
出
席
し
挨
拶
を
し
た
。
こ
の
大
会
は
毎
年
開

　
か
れ
、
今
年
は
第
二
十
二
回
目
で
あ
る
◎

哀

悼

全　　　　仏
第3種郵便物認可

　
栗
本
俊
道
師
（
東
京
都
仏
教
連
合
会
々
長
）

　
八
月
十
二
日
午
後
四
時
十
分
、
心
不
全
の
た

め
遷
化
。
七
十
三
歳
。
昭
和
四
十
一
年
藍
綬
褒

章
、
四
十
七
年
勲
五
等
双
光
旭
日
章
を
受
章
。

昭
和
二
十
九
年
全
日
仏
常
務
理
事
、
組
織
局
長

に
就
任
以
来
、
全
日
仏
総
務
局
長
、
文
部
省
宗

教
法
人
審
議
会
委
員
、
東
仏
会
長
、
区
議
、
東

京
保
護
司
会
連
盟
会
長
、
大
正
大
理
事
長
な
ど

幅
広
い
活
動
を
さ
れ
た
。
九
月
一
日
自
坊
の
自

信
寺
に
て
本
葬
儀
が
執
行
さ
れ
た
。

　…

末
ｱ
総
局
録
事
（
八
・
九
月
）

（
八
月
）

二
日

　
八
日

　
九
日

十
三
日

W
F
B
世
話
人
会

局
内
会
議

孝
道
山
副
統
理
大
僧
正
就
任
披
露

局
内
会
議

栗
本
四
仏
会
長
通
夜
参
列

昭
和
五
十
一
年
十
月
一
日
発
行

十
月
号
第
二
二
一
号

　
十
四
日

　
十
八
日

二
十
五
日

二
十
六
日

　
三
十
日

　
（
九
月
）

　
　
一
日

　
　
二
日

　
三
日

　
九
日

　
十
四
日

十
六
日

二
十
八
日

二
十
九
日
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賭蔽溶三階　一難
　
　
〃
　
　
　
密
葬
参
列

J
B
F
青
年
の
船
打
ち
合
せ

第
九
回
日
本
仏
教
文
化
会
議

　
　
〃

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

栗
本
師
本
葬
参
列

W
F
B
世
話
人
会

局
内
会
議

宗
連
理
事
会

詠
歌
連
盟
大
会
出
席

青
年
の
船
打
ち
合
せ
会

理
事
会

局
内
会
議

日
出
連
幹
事
会

青
年
の
船
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

・
舳
∫
「
≡
≡
＝
：
＝
≡
ロ
ニ
：
闘
＝
≡
匂
～
≡
一
＝
、
ノ
◎
n
≡
凹
冒
．
繹
」
■
＝
竃
．
ζ
■
≡
冒
3
＝
竃

昭
和
5
2
年
版
　
　
　
…

　　

@「

S
仏
手
帳
」
…

　
　
　
，
申
し
込
み
受
け
付
け
中
　
…

　
全
仏
総
務
局
で
は
・
左
記
要
領
に
て
…

　
「
全
仏
手
帳
」
を
発
行
致
し
ま
す
。
部
数
…

　
に
限
り
が
O
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
注
文
は
臨

湘
お
早
め
に
。

酬
内
　
容

　三
士
月
初
旬
　
　
　
　
㎝

東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
－
五
…

1
五
（
〒
一
一
一
）
　
全
仏
総
矧

務
局
宛
　
　
　
　
　
…

“
昌
一
＝
一
ー
ノ
」
＝
一
＝
－
∫
」
＝
＝
零
ノ
鉱
一
■
＝
一
「
♂
・
島
一
一
一
一
ー
ノ
」
＝
＝
＝
，
ヂ
亀
＝
隅
＝
2
「
＝
3
＝
璽
俺

襯
歎
鵯
馳
鉦
繍

宗執法人の皆さま、大切な資産運用に国債をご活用にな

りませんカも国が発行する債券ですから、もちろん安全

確実。さらに宗教法人は免税団体ですので利息は非課税

扱いになり年8％の大きな利息がそっくり10年間、確

保されます。また短期の資産運用をお考えなら、短期間

でも有利な既発国債も利用できます。皆さまの資産運用

が明日の国づくりにも役立ち、嗣石二鳥。ぜひ、今後の資産

運用の柱に、国債をご検討ください。

〒103東京都中央区日本橋1丁目
電話　（03）211－3811（大代表）

発
行
所
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

東
京
都
台
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（
東
京
本
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内
）
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